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労働と女性
―スリランカ農園部のプラッカーの女性たち―








































































































































































































































































































































































































































DCS Nuwara Eliya 2001  2003]
８） 磯邉厚子　2006　「ヌワラエリヤの女性たち　母子保健
の一考察」『Core Ethics』　立命館大学大学院先端総合学
術研究科 Vol.2：225-232
９） 労働組合の会議や町への買い物など、主に男性が務める
ため、女性が農園外に出ることは稀である。
10） 農園により労働時間数が多少違う。物価上昇に伴い賃金
の上昇はあるが、ノルマが増えるなど待遇改善に繋がら
ない。（2006年2月で160Rs. ／18kg）
11） 最近農園クリニックに政府機関の医師が月に1回派遣さ
れるようになり、全ての出産は政府機関病院で行えるよ
うになった。
12） 多数派言語であるシンハラ語に対し、人々は日常的にタ
ミル語を使っている。
13） たとえ「当人が発言、参加する自由に関心をもたないと
しても、それに関して選択のない状態に置かれているな
らば、自由の剥奪といえる」（要約）。A. セン　石塚雅彦
訳　2000　『自由と経済開発』　日本経済新聞社　p.39
14） 自由とは、人が価値あると認める理由のある結果を達
成する機会であると共に、意思決定に関る機会〈選択肢〉
をどれほどもっているかを問題にする。A. セン　池本
幸生・野上裕生・佐藤仁訳　1999　『不平等の再検討』
岩波書店　p.47-54, 59
15） 月収は労働日数によって異なるが、夫婦で働いている
場合、Rs.4,000－6,000となる。スリランカ貧困ライン
Rs.1,423（2002）を上回るが、食糧などは現金交換に頼ら
ざるを得なく、菜園や家畜を持つ農村地域に比べると、
持続的・潜在的な貧困状態である。
16） ID カードの取得が進むにつれ、若い女性はプラッカー
を嫌い、コロンボに出稼ぎに行くなど若者の農園離れが
みられる。インドやアフリカ新興国の紅茶生産の増加
や、世界的な紅茶需要の減少などにも影響を受ける。
17） 「恒常的な困窮が続くと、人々は窮乏状態と折り合いを
つけてしまうことがある。その結果、変化を要求する勇
気をなくしてしまう」（要約）A. セン　石塚雅彦訳　2000
『自由と経済開発』　日本経済新聞社　p.69-70
（いそべ・あつこ　立命館大学先端総合学術研究科・
博士課程　公共コース）
